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	応用
	抗原情報
	背景
	COP9シグナロソーム複合体（CSN）の構成要素であり、様々な細胞プロセスおよび発生プロセスに関与する複合体です。CSN複合体は、SCF型E3リガーゼ複合体のカリンサブユニットの脱ネディル化を媒介することで、ユビキチン（Ubl）結合経路の重要な調節因子であり、SCF、CSA、DDB2などのSCF型複合体のUblリガーゼ活性を低下させます。また、この複合体は、CK2およびPKDキナーゼとの会合を介して、p53/TP53、c-jun/JUN、IkappaBalpha/NFKBIA、ITPK1、IRF8/ICSBPのリン酸化にも関与していると考えられます。
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	HeLa 細胞溶解物中の COPS3 発現のウェスタン ブロット分析。
	

	すべてのレーンでは、抗体を 1:1K に希釈して室温で 1 時間使用します。

